
Ⅰ　

個
別
報
告
要
旨
（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
六
日
）

資　

料
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⑴
　
第
一
部
会

ア　

代
償
請
求
権
と
履
行
不
能

千
葉
大
学
教
授
　
　
田
　
中
　
宏
　
治

一　

報
告
の
内
容

　

本
報
告
は
、
拙
著
『
代
償
請
求
権
と
履
行
不
能
』（
信
山
社
、
二
〇
一
八
年
）
に
基
づ
く
。
拙
著
は
、
歴
史
的
資
料
と
外
国
法
文
献
を
網
羅
的
に
整
理
し
た
上
で
、
そ
の
分
析
に

よ
り
、
代
償
請
求
権
と
履
行
不
能
と
い
う
制
度
の
理
論
と
実
態
を
究
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
平
成
二
九
年
民
法
改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
代
償
請
求
権
規
定
（
民
法

四
二
二
条
の
二
）
お
よ
び
履
行
不
能
規
定
（
民
法
四
一
二
条
の
二
）
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
執
行
不
能
が
確
定
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
判
決
手
続
に

お
い
て
給
付
義
務
自
体
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
執
行
手
続
を
省
略
す
る
こ
と
に
こ
そ
「
履
行
不
能
」
の
制
度
趣
旨
が
存
し
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
、
給
付
義
務
不
存
在
と
い

う
債
権
者
に
不
利
な
帰
結
を
当
事
者
意
思
に
よ
っ
て
債
権
者
に
有
利
に
補
う
の
が
「
代
償
請
求
権
」
で
あ
る
。

二　

典
型
事
案

　

た
と
え
ば
、
家
屋
が
売
却
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
引
渡
し
前
に
家
屋
が
第
三
者
の
過
失
で
焼
失
し
、
売
主
が
第
三
者
か
ら
損
害
賠
償
金
を
受
け
た
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
売
主
の
買
主
に
対
す
る
家
屋
引
渡
し
は
、「
履
行
不
能
」
と
な
り
、
買
主
が
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
民
法
四
一
二
条
の
二
第
一
項
）。
そ
の
代
わ
り
、
買
主
は
、
売

主
が
第
三
者
か
ら
受
け
た
損
害
賠
償
金
を
「
代
償
」
と
し
て
売
主
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
法
四
二
二
条
の
二
）。

三　

日
本
法

　

代
償
請
求
権
に
関
し
て
は
、
イ
タ
リ
ア
旧
民
法
（
一
八
六
五
年
）
に
由
来
す
る
規
定
が
、
わ
が
国
の
旧
民
法
（
一
八
九
〇
年
）
に
は
存
在
し
て
い
た
が
、
現
行
民
法
（
一
八
九

六
年
）
か
ら
は
削
除
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
買
主
が
第
三
者
に
対
し
て
固
有
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
す
れ
ば
足
り
る
た
め
、
起
草
者
が
代
償
請
求
権
を
不
要
と
考
え
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
法
典
制
定
後
に
代
償
請
求
権
肯
定
説
が
ド
イ
ツ
か
ら
継
受
さ
れ
、
最
高
裁
昭
和
四
一
年
判
決
も
こ
れ
を
肯
定
し
た
。

四　

ド
イ
ツ
法

　

代
償
請
求
権
と
履
行
不
能
の
有
意
な
学
説
史
は
、
一
九
世
紀
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
に
始
ま
る
。
不
能
論
で
は
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
モ
ム
ゼ
ン
が
、
代
償
請
求
権
論
で
は
イ
ェ
ー
リ

ン
グ
と
モ
ム
ゼ
ン
が
活
躍
し
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
、
そ
の
双
方
に
影
響
を
与
え
た
。
第
一
草
案
（
一
八
八
七
年
）
の
段
階
で
、
後
発
的
無
責
不
能
に
よ
る
給
付

義
務
消
滅
を
当
事
者
意
思
に
よ
っ
て
補
充
す
る
の
が
代
償
請
求
権
だ
と
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
民
法
典
（
一
八
九
六
年
）
成
立
後
、
不
能
要
件
が
有
責
・
無
責
を
区
別
し
な
い
と
い
う

通
説
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
新
債
務
法
（
二
〇
〇
一
年
）
で
は
、
原
始
的
・
後
発
的
を
も
区
別
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

参
考
文
献

　

拙
著
『
代
償
請
求
権
と
履
行
不
能
』（
信
山
社
、
二
〇
一
八
年
）
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イ　
�

一
部
無
効
の
本
質
と
射
程�

─
条
項
規
制
場
面
に
お
け
る
当
事
者
意
思
の
意
義
を
中
心
と
し
て

青
山
学
院
大
学
准
教
授
　
　
酒
　
巻
　
修
　
也

　

契
約
の
一
部
が
公
序
良
俗
等
に
違
反
す
る
場
合
に
い
か
な
る
範
囲
で
無
効
と
な
る
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
扱
う
一
般
規
定
は
、
日
本
民
法
に
は
な
い
。
一
部
無
効
の
問
題
に
つ

き
、
日
本
の
学
説
の
多
く
は
、
当
事
者
の
意
思
と
、
法
秩
序
自
体
の
観
点
と
い
う
二
つ
の
要
因
が
考
慮
さ
れ
て
無
効
の
範
囲
が
画
定
さ
れ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

二
つ
の
要
因
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
意
思
を
重
視
し
、
無
効
原
因
の
存
す
る
一
部
な
く
し
て
は
当
事
者
が
契
約
を
締
結
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
契
約
が
全
部

無
効
と
な
る
旨
を
主
張
す
る
。
債
権
法
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
に
お
い
て
も
、
私
的
自
治
の
原
則
と
い
う
観
点
が
強
調
さ
れ
、
同
様
の
旨
の
規
定
を
置
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
た

（
中
間
試
案
五
、
一
）。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
は
、
具
体
的
な
事
案
を
み
る
な
ら
ば
、
当
事
者
意
思
を
基
準
と
し
て
無
効
の
範
囲
を
画
定
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
事
案
が
あ
る
と
の

批
判
が
あ
る
。
ま
た
、
判
例
に
お
い
て
も
、
当
事
者
の
意
思
を
基
準
と
せ
ず
に
、
違
反
さ
れ
た
法
の
趣
旨
を
考
慮
し
て
無
効
の
範
囲
を
画
定
す
る
も
の
が
多
い
。
実
際
、
債
権
法

改
正
に
あ
た
っ
て
、
一
部
無
効
に
関
す
る
規
定
の
新
設
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
部
無
効
の
問
題
に
は

当
事
者
の
意
思
と
法
秩
序
自
体
の
観
点
と
い
う
二
つ
の
要
因
が
あ
る
と
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
、
問
題
の
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
一
部
無
効
論
の
現
状
の
主
な
原
因
は
、
一
部
無
効
を
当
事
者
の
意
思
解
釈
の
問
題
と
す
る
伝
統
的
な
捉
え
方
に
対
し
て
、
積
極
的
に
応
接
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、「
一
部
無
効
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
か
」
と
い
う
基
礎
的
な
課
題
の
検
討
を
通
じ
て
、
無
効
規
範
か
ら
の
要
請
よ
り
も
当
事
者
意
思
を
優
先

さ
せ
る
こ
と
の
是
非
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
議
論
が
参
考
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
一
部
無
効
と
い
う
制
度
は
、
学
説
上
、
無
効
を
行

為
状
態
と
す
る
捉
え
方
か
ら
法
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
す
る
捉
え
方
へ
の
無
効
論
の
変
容
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
報
告
は
、
一
部
無
効
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
諸
類
型
の
う
ち
、
契
約
条
項
ま
た
は
そ
の
一
部
に
不
法
性
が
存
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
分
析
を
通

じ
て
、
一
部
無
効
を
い
か
な
る
制
度
と
捉
え
る
べ
き
か
を
探
り
、
無
効
の
範
囲
画
定
の
際
の
考
慮
要
素
や
当
事
者
意
思
と
無
効
規
範
の
要
請
と
の
相
克
と
い
っ
た
一
部
無
効
論
が

抱
え
て
い
る
課
題
を
考
察
す
る
。

参
考
文
献

　

酒
巻
修
也
「
一
部
無
効
の
本
質
と
射
程
（
一
）
〜
（
九
・
完
）

│
一
部
無
効
論
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
意
義
を
通
じ
て

│
」
北
大
法
学
論
集
六
六
巻
四
号
一
頁
（
二
〇
一
五
年
）、

五
号
二
三
頁
、
六
号
三
五
頁
、
六
七
巻
一
号
一
頁
（
以
上
、
二
〇
一
六
年
）、
六
八
巻
一
号
一
三
五
頁
、
四
号
一
頁
（
以
上
、
二
〇
一
七
年
）、
六
九
巻
三
号
六
五
頁
（
二
〇
一
八
年
）、
六
号
五

七
頁
、
七
〇
巻
二
号
﹇
刊
行
予
定
﹈（
以
上
、
二
〇
一
九
年
）
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⑵
　
第
二
部
会

ア　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
受
益
者
に
も
た
ら
さ
れ
た
損
害
に
対
す
る
責
任
判
断
の
枠
組
み

亜
細
亜
大
学
准
教
授
　
　
田
　
中
　
謙
　
一

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
の
受
益
者
に
損
害
を
も
た
ら
し
た
場
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
受
益
者
に
対
し
、
不
法
行
為
、
ま
た
は
、
債
務
不
履
行
に
基
づ

き
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
可
能
性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
従
来
の
議
論
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
責
任
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
無
償
（
性
）」
を
根
拠
に
軽

減
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
無
償
（
性
）」
を
根
拠
と
し
、
一
方
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
注
意
義
務
を
軽
減
し
て
責
任
を
阻
却
し
、
他
方
に
お
い
て
は
、

賠
償
額
を
縮
減
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
責
任
を
軽
減
す
る
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
損
害
発
生
の
危
険
を
活
動
の
受
益
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
確
か
に
、
無
償
で
活
動
に
従

事
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
近
時
の
社
会
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
事
を
も
っ
て
受
益
者
に
損
害
発
生
の
危
険
を
転
嫁
す
る
こ
と
は

妥
当
で
は
な
い
。
実
際
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
責
任
に
関
す
る
議
論
の
発
端
と
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
隣
人
訴
訟
」
お
よ
び
「
津
市
「
四
ツ
葉
子
供
会
」
事
件
訴
訟
」
の
判
旨
も
、

「
無
償
（
性
）」
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
責
任
を
軽
減
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
「
自
発
性
」、
つ
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
受
益
者
に
対
し
て
義
務
や
権
限
を
有
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
役
務
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
受
益
者
の
意
思
や
利
益
（
保
護
法
益
）
に
対
し
、
よ
り
一
層
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
よ
う
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
事
務
管
理
に
関
す
る
民
法
六
九
七
条
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
近
時
の
判
例
・
学
説
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
提
供
す
る
役
務
と
同
様
の
役
務
を
職
業
的
に
提
供
す
る
者
と
比
較
す
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
そ
の
役
務
の
提
供
に
関
し
、
知
識
・
経
験
、
あ
る
い
は
、
判
断
能
力
な
ど
に

劣
る
傾
向
に
あ
る
点
を
指
摘
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
役
務
の
提
供
を
引
き
受
け
る
に
際
し
、
自
ら
が
有
す
る
知
識
、
判
断
能
力
な

ど
で
、
受
益
者
が
望
む
役
務
を
、
受
益
者
の
保
護
法
益
を
損
な
う
こ
と
な
く
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
報
告
で
は
、「
無
償
（
性
）」
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
責
任
判
断
の
枠
組
み
に
関
す
る
議
論
を
再
検
討
し
、
そ
の
意
義
を
限
定
し
た
う

え
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
自
発
性
」
を
中
心
と
す
る
新
た
な
責
任
判
断
の
枠
組
み
を
、
事
務
管
理
制
度
に
即
し
て
構
築
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
こ
れ
に
際
し
て
は
、
事
務
管
理

の
引
受
け
に
関
し
て
規
定
す
る
、
ド
イ
ツ
民
法
六
七
八
条
、
お
よ
び
、
ス
イ
ス
債
務
法
四
二
〇
条
三
項
を
参
照
し
、
そ
こ
か
ら
示
唆
を
得
た
い
。

参
考
文
献

　

拙
稿
「
事
務
管
理
制
度
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
一
・
未
完
）」
亜
細
亜
法
学
五
四
巻
一
号
八
二
頁
（
二
〇
一
九
年
）、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
団
理
事
の
責
任
に
関
す
る
法
制
改
革
の
端

緒

│
名
誉
職
と
し
て
職
務
を
行
う
社
団
理
事
の
責
任
制
限
に
関
す
る
法
律
（G

.v.29.09.2009 (B
G

B
l.I S.3161)

）
の
検
討

│
」
山
梨
学
院
大
学
法
学
論
集
七
五
号
二
九
〇
頁
（
二
〇
一
五

年
）
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⑶
　
第
三
部
会

ア　

会
社
法
上
の
開
示
規
制
に
よ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
性
の
確
保

西
南
学
院
大
学
教
授
　
　
一
ノ
澤
　
直
　
人

　

平
成
二
六
年
会
社
法
改
正
に
続
き
、
新
た
な
会
社
法
改
正
に
向
け
て
「
会
社
法
制
（
企
業
統
治
等
関
係
）
の
見
直
し
に
関
す
る
要
綱
」
が
答
申
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
会
社

法
改
正
の
動
き
と
並
ん
で
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
以
下
「
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
」
と
す
る
。）
の
導
入
と
そ
の
改
訂
、
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
務
指
針
（
Ｃ
Ｇ
Ｓ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
な
ど
に
よ
っ
て
会
社
法
制
が
構
築
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
は
、

会
社
の
持
続
的
成
長
と
中
長
期
的
企
業
価
値
の
向
上
を
図
る
た
め
、
上
場
会
社
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と
会
社
の
あ
り
方
の
改
革
を
図
り
、
そ
の
実
効
性
の
確
保
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

英
国
で
も
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
に
様
々
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
た
め
の
制
度
な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
そ
の
法
的
規
律
と
し
て
の
実
効
性
の
確
保
が
課
題
と
さ
れ
て

き
た
。
近
年
、
年
次
報
告
書
に
よ
る
開
示
に
よ
っ
て
、
取
締
役
の
説
明
責
任
の
明
確
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
大
き
な
前
進
と
い
え
よ
う
。

　

わ
が
国
で
も
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
の
遵
守
状
況
（
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
）
を
会
社
法
上
の
開
示
事
項
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
締
役
の
説
明
責
任
を
会
社
法
上

の
責
任
と
し
て
よ
り
明
確
に
位
置
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
取
締
役
会
の
合
理
的
な
意
思
決
定
の
た
め
に
、
取
締
役
会
の
過
半
数
を
社
外
取
締
役
に
す
る
こ
と
、
業
務
執
行
取

締
役
で
あ
る
代
表
取
締
役
や
代
表
執
行
役
と
取
締
役
会
議
長
の
兼
任
の
制
限
な
ど
を
ル
ー
ル
化
し
て
い
く
こ
と
が
、
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
準
則
を
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
に
導

入
し
、
か
つ
会
社
法
上
の
事
業
報
告
の
内
容
と
す
る
こ
と
で
、
一
層
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
性
が
確
保
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
報
告
で
は
、
英
国
の
改
革
を
参
考
と
し
て
、
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
に
関
わ
る
内
容
を
会
社
法
上
の
開
示
事
項
と
し
、
取
締
役
の
法
的
責
任
に
関
連
付
け
る
こ
と
で
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
検
討
を
試
み
る
。

参
考
文
献

　

拙
稿
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
、
英
国
に
み
る
問
題
点

│
わ
が
会
社
法
に
解
決
の
糸
口
を
探
し
て

│
」
法
学
新
報
一
二
二
巻
九
＝
一
〇
号
一
頁
（
二
〇
一
六
年
）、「
平
成

二
六
年
会
社
法
改
正
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
お
け
る
社
外
取
締
役

│
業
務
執
行
者
に
対
す
る
取
締
役
会
に
よ
る
監
督
の
実
効
性
確
保
の
た
め
に

│
」
丸
山
秀
平
＝
中

島
弘
雅
＝
南
保
勝
美
＝
福
島
洋
尚
編
『
企
業
法
学
の
論
理
と
体
系

│
永
井
和
之
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
二
一
頁
（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
六
年
）、「
英
国
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
改
革
と
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
の
改
訂

│
わ
が
国
の
今
後
の
会
社
法
制
改
革
へ
の
示
唆
を
求
め
て

│
」
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
五
一
巻
三=

四
号
三
二
七
頁
（
二
〇
一
九
年
）
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イ　

倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
へ
の
規
律

北
海
学
園
大
学
専
任
講
師
　
　
岩
　
淵
　
重
　
広

　

本
報
告
は
、
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
へ
の
規
律
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
会
社
倒
産
を
契
機
と
す
る
取
締
役
へ
の
責
任
追
及
制

度
が
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
必
要
な
の
か
と
い
う
点
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
責
任
追
及
制
度
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
設
計
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
点
を
検
討
す
る
。

　

倒
産
し
た
会
社
の
取
締
役
に
対
す
る
責
任
追
及
と
し
て
、
わ
が
国
で
利
用
さ
れ
て
き
た
の
は
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
（
対
第
三
者
責
任
）
で
あ
る
。
同
規
定
は
、
会
社
の
倒

産
に
よ
り
債
権
が
回
収
不
能
と
な
っ
た
債
権
者
の
債
権
回
収
目
的
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
に
対
す
る
責
任
追
及
に
関

す
る
議
論
も
、
対
第
三
者
責
任
の
存
在
や
そ
の
現
実
の
適
用
場
面
を
念
頭
に
置
い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
倒
産
し
た
会
社
の
取
締
役
に
対
し
対
第
三
者
責
任
に
基

づ
く
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
会
社
の
倒
産
局
面
で
取
締
役
は
会
社
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
義
務
を
負
う
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
議
論

や
、
一
部
の
会
社
債
権
者
の
み
が
満
足
を
得
る
こ
と
に
な
る
対
第
三
者
責
任
の
行
使
を
制
限
し
（
あ
る
い
は
、
法
的
整
理
開
始
後
に
は
中
断
さ
せ
）、
会
社
債
権
者
全
体
の
利
益
に

な
る
よ
う
な
取
り
扱
い
を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
は
、
会
社
の
倒
産
に
よ
っ
て
損
失
を
被
っ
た
債
権
者
の
保
護
の
た
め
に
取
締
役
に
対
す
る
責
任
追
及
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
た
め
に
利
用

可
能
な
対
第
三
者
責
任
が
ど
の
よ
う
な
範
囲
で
用
い
ら
れ
る
べ
き
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
の
議
論
が
そ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
た
め
に
、
①
そ
も
そ

も
、
な
ぜ
、
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
の
行
為
を
理
由
と
す
る
責
任
追
及
制
度
が
必
要
な
の
か
と
い
う
議
論
や
、
②
そ
の
理
由
か
ら
し
て
、
取
締
役
の
義
務
内
容
や
そ
の

義
務
違
反
に
つ
い
て
の
責
任
追
及
の
方
法
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
企
業
の
倒
産
処
理
の
手
法
が
多
様
化
し
た
こ
と
等
に

鑑
み
れ
ば
、
①
②
の
点
か
ら
、
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
へ
の
規
律
と
し
て
の
責
任
追
及
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
報
告
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
へ
の
規
律
と
し
て
の
責
任
追
及
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
報
告
は
、
こ
れ
ら

の
検
討
に
際
し
て
、
倒
産
会
社
の
取
締
役
に
対
す
る
責
任
追
及
制
度
を
有
す
る
イ
ギ
リ
ス
法
と
、
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
の
義
務
と
責
任
に
関
す
る
判
例
の
展
開
が
あ

る
ア
メ
リ
カ
・
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
法
を
参
考
に
す
る
。

参
考
文
献

　

岩
淵
重
広
「
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
の
義
務

│
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
不
当
取
引
と
債
権
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
義
務
を
参
考
に

│
」
同
志
社
法
学
六
七
巻
五
号
二
五
七
頁

（
二
〇
一
五
年
）、
同
「
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
へ
の
責
任
追
及
の
あ
り
方

│
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
近
時
の
判
例
の
展
開
を
参
考
に

│
」
同
志
社
法
学
六
九
巻
一
号
二
九
頁
（
二
〇
一

七
年
）、
同
「
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
不
当
取
引
責
任
の
近
時
の
展
開
」
北
海
学
園
大
学
法
学
研
究
五
五
巻
一
号
二
三
頁
（
二
〇
一
九
年
）



Ⅱ　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
資
料
（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
六
日
）

資　

料
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Ａ　

相
続
法
改
正
に
お
け
る
権
利
・
義
務
の
承
継
の
規
律
の
位
置
づ
け
と
課
題

司
会
者
・
報
告
者
　
　
　
神
戸
大
学
教
授
　
　
窪
　
田
　
充
　
見

報
告
者
　
　
　
　
　
慶
應
義
塾
大
学
教
授
　
　
水
　
津
　
太
　
郎

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
　
　
京
都
大
学
教
授
　
　
横
　
山
　
美
　
夏

　

平
成
三
〇
年
に
成
立
し
た
相
続
法
改
正
に
お
い
て
は
、
権
利
・
義
務
の
承
継
の
規
律
と
し
て
、
新
た
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
民
法
八
九
九
条
の
二
第
一
項
は
、

「
相
続
に
よ
る
権
利
の
承
継
は
、
遺
産
の
分
割
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
…
…
（
※
法
定
）
相
続
分
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
登
記
、
登
録
そ
の
他
の
対
抗
要

件
を
備
え
な
け
れ
ば
、
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
規
定
し
、
九
〇
二
条
の
二
は
、「
被
相
続
人
が
相
続
開
始
の
時
に
お
い
て
有
し
た
債
務
の
債
権
者
は
、
前
条
の

規
定
に
よ
る
相
続
分
の
指
定
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
各
共
同
相
続
人
に
対
し
、
…
…
（
※
法
定
）
相
続
分
に
応
じ
て
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

そ
の
債
権
者
が
共
同
相
続
人
の
一
人
に
対
し
て
そ
の
指
定
さ
れ
た
相
続
分
に
応
じ
た
債
務
の
承
継
を
承
認
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
規
定
す
る
。

　

こ
う
し
た
規
定
は
相
続
法
に
関
す
る
基
本
的
な
規
律
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
で
は
相
続
に
よ
る
権
利
の
承
継
の
対
抗
要
件
お
よ
び
義
務
の
承
継
に
関
す
る
従

来
の
判
例
や
法
理
論
と
の
関
係
も
問
題
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
新
た
な
検
討
課
題
も
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
権
利
の
承
継
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
民
法
八
九
九
条
の
二
が
用
い
ら
れ
る
場
面
と
し
て
は
、
従
来
の
「
相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
」（
特
定
財
産
承
継
遺
言
）
の
ほ

か
、
相
続
分
の
指
定
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
の
規
定
の
働
き
方
は
か
な
り
性
格
の
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
（
特
定
財
産
承
継
遺
言
に
お
い
て
は
そ
れ
に
よ
り
権
利
の
帰
属

が
確
定
す
る
が
、
相
続
分
の
指
定
で
は
な
お
遺
産
分
割
に
よ
る
権
利
の
帰
属
が
必
要
で
あ
る
）、
そ
う
し
た
点
を
ふ
ま
え
て
規
定
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
、「
対
抗
要
件
を
備
え
な
け
れ
ば
、
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
規
定
の
意
義
や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
判
例
や
法
理
論
と
の
関
係
で

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
よ
り
掘
り
下
げ
た
検
討
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
債
務
の
承
継
に
関
す
る
九
〇
二
条
の
二
は
、
従
来
の

判
例
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
た
内
容
を
明
文
化
し
た
も
の
だ
と
い
う
位
置
づ
け
は
可
能
で
あ
る
が
、（
債
務
を
含
む
）
相
続
分
の
指
定
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
検
討
は
、
さ
ら
に
、
遺
産
分
割
前
の
法
律
状
態
に
つ
い
て
の
理
解
、
遺
産
分
割
の
意
義
と
位
置
づ
け
、
法
定
相
続
分
の
位
置
づ
け
と
意
義
の
理
解
等
の
基
本
的
な
問

題
に
も
波
及
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
債
権
の
承
継
（
九
〇
二
条
の
二
第
二
項
）
と
異
な
り
、
対
抗
要
件
を
備
え
る
方
法
に
つ
い
て
特
則
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
動
産

物
権
の
相
続
に
よ
る
承
継
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
こ
れ
ら
の
規
定
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
、
問
題
が
解
決
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
よ
り
掘
り
下
げ
た

検
討
と
そ
こ
で
の
明
確
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

相
続
法
改
正
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
解
説
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
問
題
関
心
に
立
っ
て
、
よ
り
自
由
な
視
点
か
ら
問
題
提

起
（
窪
田
）、
報
告
（
水
津
）、
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
（
横
山
）
を
行
い
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
自
由
に
議
論
が
な
さ
れ
る
場
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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�

ハ
ー
ド
ロ
ー
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
理
論
的
な
研
究
の
促
進
を
目
指
し
て�

─
規
範
の
記
述
的
な
把
握
と
デ
ー
タ
集
積
の
意
義
と
可
能
性

司
会
者
　
名
古
屋
大
学
教
授
　
　
横
　
溝
　
　
　
大

報
告
者
　
　
大
阪
大
学
教
授
　
　
清
　
水
　
真
希
子

　

ソ
フ
ト
ロ
ー
が
民
事
法
の
研
究
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
一
定
の
時
間
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
多
数
の
研
究
成
果
が
公
表
さ
れ
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
み
を
研
究
対
象
と

す
る
場
合
に
比
べ
、
私
人
間
の
規
律
を
よ
り
現
実
的
・
重
層
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
相
互
に
つ
な
げ
る
分
析
概
念
の
確

立
や
理
論
的
な
整
理
が
十
分
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
社
会
に
存
在
す
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
が
極
め
て
多
種
多
様
で
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
い
こ
と
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
研
究
に

は
、
現
在
、
手
詰
ま
り
感
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
に
は
、
理
論
的
な
分
析
の
基
礎
と
な
る
実
証
デ
ー
タ
（
各
種
の
規
範
の
性
質
や
特
徴

を
と
ら
え
た
情
報
）
を
集
積
す
る
こ
と
が
、
重
要
な
切
り
口
の
一
つ
と
な
る
。

　

報
告
者
は
、
後
掲
①
の
論
稿
で
、
過
去
の
民
事
法
分
野
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
研
究
を
参
照
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
、
ど
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
対
象
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
論
点
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
か
を
整
理
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
後
掲
②
の
論
稿
で
、
各
種
の
規
範
（
ハ
ー
ド
ロ
ー
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
）
を
相
対
的

に
把
握
す
る
た
め
の
枠
組
み
を
考
案
し
た
。
こ
の
枠
組
み
は
、
理
論
的
な
考
察
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
各
種
の
要
素
を
抽
出
し
て
標
準
化
し
、
体
系
的
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

別
の
言
葉
で
い
え
ば
、
規
範
を
記
述
的
・
定
性
的
（
質
的
）
に
把
握
す
る
た
め
の
「
尺
度
」（
も
の
さ
し
）
を
構
築
し
た
も
の
と
い
え
る
。（
な
お
、
後
掲
③
の
論
稿
は
、
①
お
よ

び
②
の
論
稿
の
趣
旨
を
ま
と
め
た
も
の
。）

　

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
②
の
論
稿
で
示
し
た
枠
組
み
に
よ
っ
て
規
範
を
把
握
す
る
方
法
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
を
集
積
す
る
こ
と
で
ど
の

よ
う
に
理
論
的
な
研
究
を
促
進
し
て
い
け
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
含
め
た
規
範
の
は
た
ら
き
を
相
対
的
・
理
論
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、

各
種
の
規
範
に
つ
い
て
相
互
に
比
較
可
能
な
実
証
デ
ー
タ
を
参
照
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
の
収
集
作
業
に
は
労
力
が
か
か
る
。
そ
こ
で
、
関
心
を
共

に
す
る
研
究
者
が
、
自
身
の
研
究
を
進
め
る
際
に
、
一
定
の
尺
度
に
従
っ
て
各
種
の
規
範
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
・
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
研
究
者
も
そ
の
デ
ー
タ

を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
や
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
関
す
る
分
析
概
念
や
理
論
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
各
種
規
範
に
つ
い
て
比
較
可
能
な
形
で
把
握
し
デ
ー
タ
を
集
積
す
る
こ
と
の
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

【
参
考
文
献
】

① 

清
水
真
希
子
「
ソ
フ
ト
ロ
ー

│
民
事
法
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
（
一
）
〜
（
三
・
完
）」
阪
大
法
学
六
七
巻
六
号
二
七
七
頁
、
六
八
巻
二
号
一
三
五
頁
、
同
三
号
二
五
三
頁
（
い
ず
れ
も
二

〇
一
八
年
）

② 

清
水
真
希
子
「
規
範
の
形
成
と
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト

│
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
相
対
化
の
た
め
の
枠
組
み
」
河
上
正
二
・
大
澤
彩
編
『
人
間
の
尊
厳
と
法
の
役
割
』〔
廣
瀬
久
和

先
生
古
稀
記
念
〕
四
八
九
頁
（
信
山
社
、
二
〇
一
八
年
）

③
清
水
真
希
子
「
民
事
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
七
六
号
三
〇
頁
（
二
〇
一
九
年
）





Ⅲ　

拡
大
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
資
料
（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
六
日
）

資　

料
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Ａ　

所
有
者
不
明
土
地
問
題
と
民
法

司
会
者
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
教
授
　
　
山
野
目
　
章
　
夫

報
告
者
　
　
　
　
　
　
同
志
社
大
学
教
授
　
　
佐
久
間
　
　
毅

報
告
者
　
　
　
　
　
慶
應
義
塾
大
学
教
授
　
　
松
　
尾
　
　
　
弘

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
　
　
獨
協
大
学
教
授
　
　
小
　
柳
　
春
一
郎

　

二
〇
一
九
年
二
月
一
四
日
、
法
務
大
臣
は
法
制
審
議
会
に
対
し
、
所
有
者
が
不
明
な
土
地
の
問
題
へ
の
対
処
を
講
ず
る
な
ど
の
見
地
か
ら
、
民
法
や
不
動
産
登
記
法
に
つ
い
て

所
要
の
見
直
し
を
す
る
た
め
の
調
査
審
議
を
求
め
た
（
諮
問
一
〇
七
号
）。
こ
れ
を
受
け
て
設
け
ら
れ
た
法
制
審
議
会
の
部
会
に
お
い
て
は
、
共
有
制
度
の
見
直
し
や
、
不
在
者
の

財
産
の
管
理
、
さ
ら
に
相
続
財
産
の
管
理
の
制
度
、
相
隣
関
係
の
規
定
の
見
直
し
や
、
一
定
の
場
合
の
登
記
の
義
務
化
や
登
記
手
続
の
簡
略
化
、
登
記
と
戸
籍
と
の
情
報
連
携
の

在
り
方
な
ど
が
検
討
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
拡
大
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
の
立
法
に
際
し
民
法
の
在
り
方
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
、
と
い
う
問
い
か
け
を
試
み
た
い
。
土
地
の

所
有
権
、
不
在
者
、
相
続
な
ど
私
法
の
基
本
的
な
制
度
装
置
の
意
義
を
問
い
直
す
、
と
い
う
問
題
意
識
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
佐
久
間
毅
「
遺
産
分
割
の
時
期
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
、
相
続
法
と
の
交
錯
を
考
え
る
視
点
か
ら
遺
産
分
割
の
時
期
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
適
否
・
内

容
と
い
う
論
点
を
取
り
上
げ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
松
尾
弘
「
土
地
基
本
法
と
民
法
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
」
は
、
所
有
者
不
明
土
地
問
題
に
お
い
て
土
地
政
策
と
の
関
係
が
大
き
な
比
重
を
占
め
、
実
際
、
国
土
審
議
会

が
土
地
基
本
法
の
改
正
を
併
行
し
て
論
議
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
民
法
と
土
地
基
本
法
と
の
関
係
に
つ
て
論
議
を
促
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

　

法
制
審
議
会
民
法
・
不
動
産
登
記
法
部
会
の
議
事
は
、
法
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
案
内
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
参
照
し
た
う
え
で
討
議
に
参
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
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法
学
教
育
改
革
と
“
楽
し
め
る
”
動
画
教
材
開
発

司
会
者
　
　
　
　
　
　
　
立
命
館
大
学
教
授
　
　
松
　
岡
　
久
　
和

司
会
者
・
報
告
者
　
　
　
　
獨
協
大
学
教
授
　
　
花
　
本
　
広
　
志

司
会
者
・
報
告
者
　
名
古
屋
学
院
大
学
教
授
　
　
加
　
藤
　
雅
　
信

報
告
者
　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
大
学
教
授
　
　
吉
　
永
　
一
　
行

報
告
者
　
　
　
　
　
桐
蔭
横
浜
大
学
准
教
授
　
　
中
　
野
　
邦
　
保

【
問
題
意
識
】

　

現
在
、
大
学
は
多
様
な
学
生
が
集
ま
る
場
と
し
て
変
質
し
つ
つ
あ
り
、
教
育
も
そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
今
の
Ｉ
Ｔ
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、

各
種
の
分
野
で
改
革
が
進
行
中
で
あ
り
、
経
済
で
は
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」、
教
育
で
も
「
エ
デ
ュ
テ
ッ
ク
」
等
の
発
展
が
み
ら
れ
る
が
、
法
学
教
育
の
分
野
で
は
、
個
々
人
な
い
し

個
々
の
大
学
の
努
力
に
委
ね
ら
れ
る
要
素
が
大
き
く
、
他
の
学
界
と
比
べ
て
法
学
界
全
体
の
動
き
が
活
発
と
は
い
い
が
た
い
。
他
方
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
開
設
以
来
、
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
の
入
学
希
望
者
が
激
減
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
大
学
学
部
レ
ベ
ル
で
の
法
学
教
育
の
人
気
も
陰
り
を
見
せ
て
お
り
、
若
干
回
復
傾
向
は
で
て
き
て
い
る
も
の
の
人
気
の
凋
落

は
著
し
い
。
そ
こ
で
、
法
学
教
育
が
“
無
味
乾
燥
”
で
“
難
し
い
”
等
々
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、“
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
法
学
教
育
”
へ
の
イ
メ
ー
ジ
刷
新
を
試
み
る
べ
く
、「
視

覚
教
材
」
を
も
含
む
“
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
教
材
”
を
用
い
た
教
育
を
試
み
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
端
を
こ
こ
に
披
露
し
た
い
。

【
法
学
教
育
改
革
と
、
双
方
向
性
を
も
つ
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
教
材
の
開
発
】（
花
本
広
志
・
加
藤
雅
信
）

　

最
初
に
、
こ
れ
ま
で
民
事
法
の
加
賀
山
、
千
葉
、
刑
事
法
の
中
川
ら
の
諸
教
授
が
行
っ
て
き
た
法
学
教
育
改
革
実
践
例
を
花
本
自
身
の
経
験
も
含
め
つ
つ
、
紹
介
す
る
。

　

次
い
で
、
現
在
開
発
中
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
教
材
を
用
い
た
講
義
の
実
演
を
行
う
。
こ
の
教
材
は
、
①
ビ
デ
オ
教
材
、
②
伝
統
的
な
活
字
教
材
、
③
図
解
印
刷
教
材
の
三
種

の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
初
学
者
教
育
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
述
べ
る
と
、
学
生
は
、
ま
ず
、
①
の
ビ
デ
オ
教
材
の
ⅰ
「
問
い
」
に
簡
単
な
メ
モ
を
作
成
し
て
、
ⅱ

問
題
に
よ
っ
て
は
友
人
と
議
論
を
し
た
う
え
で
、
ⅲ
ビ
デ
オ
に
よ
る
「
視
覚
型
講
義
」
を
受
け
る
。
そ
の
後
の
復
習
と
し
て
、
ⅳ
②
の
活
字
教
材
と
③
の
図
解
教
材
と
で
、
理
解

の
定
着
を
は
か
る
。
次
い
で
、
ビ
デ
オ
教
材
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
ⅴ
「
理
解
度
確
認
・
専
門
用
語
テ
ス
ト
」
の
自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
で
、
自
己
評
価
を
お
こ
な
う
。
そ
の
後
に
、

ⅵ
記
述
問
題
に
つ
い
て
の
個
人
解
答
か
グ
ル
ー
プ
解
答
を
チ
ャ
ッ
ト
に
投
稿
し
、
相
互
に
批
評
す
る
。
こ
の
繰
り
返
し
が
基
本
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
学
会
で
は
、「
民
法
の
導
入
部

分
・
法
律
行
為
の
一
部
・
不
当
利
得
」
と
い
う
、
講
義
し
に
く
い
部
分
に
つ
い
て
の
実
演
を
予
定
し
て
い
る
。

【
日
本
の
教
育
論
か
ら
み
た
、
本
教
育
方
法
の
可
能
性
】（
中
野
邦
保
）

　

加
藤
が
各
学
年
計
六
〇
回
に
わ
た
り
行
っ
た
模
擬
授
業
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
、
そ
の
う
ち
の
二
回
に
参
加
し
た
所
感
を
も
ふ
ま
え
本
動
画
授
業
の
検
討
を
行
う
。
具

体
的
に
は
、
現
在
、「
生
き
る
力
」
の
育
成
と
し
て
、
大
学
に
対
し
て
は
、
①
知
識
・
理
解
、
②
汎
用
的
技
能
、
③
態
度
・
志
向
性
、
④
統
合
的
な
学
習
経
験
と
創
造
的
思
考
力
と

い
っ
た
学
土
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
能
力
が
、
本
教
育
手
法
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
検
討
し
た
い
。

【
世
界
の
教
育
論
か
ら
み
た
、
本
教
育
方
法
の
可
能
性
】（
吉
永
一
行
）

　

種
々
の
観
点
か
ら
の
教
育
論
の
波
は
今
や
世
界
を
覆
っ
て
お
り
、
ブ
ル
ー
ム
の
分
類
論
と
ア
イ
オ
ワ
大
学
に
よ
る
そ
の
改
訂
を
は
じ
め
、
教
育
工
学
の
分
野
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
（
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
の
四
段
階
評
価
、
ガ
ニ
エ
の
教
育
事
象
分
析
、
ケ
ラ
ー
の
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
モ
デ
ル
等
々
）。
こ
の
報
告
で
は
、
近
時
の
教
育
内
容
・
教
育

手
法
を
め
ぐ
る
世
界
的
な
動
向
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
れ
に
照
ら
し
た
こ
の
教
育
手
法
が
も
つ
特
性

─
教
室
で
の
対
面
講
義
と
の
比
較
・
分
析

─
を
検
討
す
る
。
比
較
の
視
座

は
、
自
身
で
経
験
し
た
模
擬
授
業
の
参
観
結
果
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
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Ｃ　

監
査
の
基
準
の
動
向
と
（
会
計
）
監
査
人
・
監
査
役
等
・
取
締
役
等

司
会
者
・
報
告
者
　
　
　
筑
波
大
学
教
授
　
　
弥
　
永
　
真
　
生

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
青
山
学
院
大
学
教
授
　
　
町
　
田
　
祥
　
弘

　

会
計
監
査
人
と
監
査
役
等
と
の
間
の
連
携
が
会
社
法
に
お
い
て
は
前
提
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
監
査
の
基
準
は（
会
計
）
監
査
人
と
監
査
役
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
要
求
し
、
さ
ら
に
、
金
融
商
品
取
引
法
上
、
二
〇
二
一
年
三
月
期
か
ら
は
、
監
査
上
の
主
要
な
検
討
事
項
（
Ｋ
Ａ
Ｍ
）
を
監
査
報
告
書
に
記
載
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
金
融
商
品
取
引
法
上
、
二
〇
二
〇
年
三
月
期
か
ら
は
監
査
報
告
書
に
「
経
営
者
に
は
、
継
続
企
業
の
前
提
に
関
す
る
評
価
を
行
い
必
要
な
開
示

を
行
う
責
任
が
あ
る
こ
と
」
及
び
「
監
査
役
等
に
は
、
財
務
報
告
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
」
を
記
載
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
会
計
監
査
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
の
充
実
に
関
す
る
懇
談
会
報
告
書
」
は
、
通
常
と
は
異
な
る
監
査
意
見
等
（
限
定
付
適
正
意
見
、
不
適
正
意
見
、
意
見
不
表
明
）
に
つ
き
、
監
査
人
は
、
株
主
総

会
で
の
意
見
陳
述
の
機
会
を
活
用
し
、
追
加
的
な
説
明
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
以
上
に
加
え
て
、
企
業
会
計
審
議
会
に
お
い
て
は
、
財
務
情
報
で
は
な
い
「
そ
の
他

の
記
載
事
項
」
に
つ
い
て
監
査
報
告
書
に
一
定
の
記
載
を
す
る
こ
と
を
監
査
人
に
要
求
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
①
会
社
法
の
研
究
者
で
あ
る
弥
永
が
ま
ず
報
告
を
行
い
、
②
町
田
が
監
査
論
の
研
究
者
の
視
点
か
ら
会
計
監
査
に
係
る
会
社
法
等
の
規

定
に
対
す
る
論
評
及
び
弥
永
の
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
③
町
田
の
論
評
・
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
弥
永
が
応
答
す
る
と
い
う
形
で
、
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
、
そ
の

後
、
時
間
が
許
す
限
り
で
、
会
場
か
ら
、
弥
永
及
び
町
田
の
報
告
・
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
質
問
・
意
見
を
い
た
だ
き
、
両
名
が
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
形
で
進
め
る
こ
と
と
し
た

い
。

　

弥
永
の
報
告
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、
こ
の
よ
う
な
監
査
の
基
準
の
動
き
、
と
り
わ
け
Ｋ
Ａ
Ｍ
の
会
計
監
査
人
監
査
及
び
監
査
役
等
に
よ
る
監
査
に
対
す
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
探
る
と
と
も
に
、
会
社
実
務
や
金
融
商
品
取
引
法
の
下
で
の
監
査
役
等
の
責
任
に
与
え
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
解
釈
上
の
問
題
点
を
概
観
す
る
。
た
と
え
ば
、
株
主
総

会
に
お
け
る
監
査
役
等
の
説
明
義
務
が
拡
大
す
る
の
で
は
な
い
か
、
他
方
で
、
ま
だ
導
入
は
決
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
計
算
書
類
等
以
外
の
「
そ
の
他
の
記
載
内
容
」
に
つ

い
て
監
査
人
の
役
割
を
拡
大
す
る
こ
と
の
適
否
、
監
査
役
等
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
的
確
に
対
応
し
な
か
っ
た
場
合
の
責
任
な
ど
が
論
点
と
な
ろ

う
。
第
二
に
、「
会
計
監
査
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
の
充
実
に
関
す
る
懇
談
会
報
告
書
」
の
提
案
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
会
計
監
査
人
監
査
に
つ
い
て
立
法
論
な
課
題
を
指
摘
す
る
。

た
と
え
ば
、
会
計
監
査
人
の
総
会
出
席
義
務
・
意
見
陳
述
義
務
を
よ
り
一
般
的
に
定
め
る
こ
と
に
合
理
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
点
で
あ
る
。
第
三
に
、
監
査
の

基
準
の
発
展
が
経
営
者
（
取
締
役
・
執
行
役
）
の
任
務
等
に
対
し
て
有
す
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
み
た
い
。
す
で
に
、
経
営
者
確
認
書
な
ど
の
形
で
経
営
者
か
ら
監

査
人
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｋ
Ａ
Ｍ
の
導
入
な
ど
に
よ
り
監
査
人
か
ら
経
営
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
、

経
営
者
が
そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
会
社
法
上
求
め
ら
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
監
査
人
に
よ
る
監
査
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
経
営
者

か
ら
の
誠
実
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
る
と
こ
ろ
（
絵
に
描
い
た
餅
に
し
な
い
た
め
）、
そ
の
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
経
営
者
に
与
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
立

法
論
と
し
て
検
討
し
な
く
と
も
よ
い
の
か
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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Ｄ　

会
社
役
員
の
対
第
三
者
責
任
制
度
の
再
検
討

司
会
者
　
　
中
央
大
学
教
授
　
　
大
　
杉
　
謙
　
一

報
告
者
　
京
都
大
学
准
教
授
　
　
髙
　
橋
　
陽
　
一

　

会
社
役
員
の
対
第
三
者
責
任
に
つ
い
て
定
め
る
会
社
法
四
二
九
条
一
項
は
、
会
社
法
の
条
文
の
中
で
も
裁
判
例
に
お
い
て
援
用
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
、
極
め
て
重
要
な

規
定
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
規
定
は
文
言
が
抽
象
的
で
あ
り
、
比
較
法
的
に
も
特
異
な
規
定
で
あ
る
た
め
、
そ
の
趣
旨
や
内
容
に
つ
い
て
、
古
く
か
ら
議
論
が
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
法
定
責
任
説
・
両
損
害
包
含
説
を
採
用
し
て
論
争
に
一
応
の
決
着
を
つ
け
た
の
が
、
最
大
判
昭
和
四
四
年
十
一
月
二
六
日
民
集
二
三
巻
一
一
号
二
一
五
〇
頁
で

あ
る
。
同
判
決
が
示
し
た
判
例
法
理
は
裁
判
実
務
に
お
い
て
定
着
し
、
そ
の
後
の
学
説
も
、
当
該
判
例
法
理
を
所
与
の
前
提
と
し
た
う
え
で
、
事
案
類
型
ご
と
に
お
け
る
責
任
の

理
論
的
正
当
化
に
意
を
割
く
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
学
説
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
例
法
理
の
理
論
的
正
当
性
・
整
合
性
は
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
判
例
法
理
は
、
理
論
的
に
十
分
な
説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
者
保
護
と
い
う
理
念
の
下
で
政
策
的
に
是
認
さ
れ
て
き
た
と

い
え
る
。

　

し
か
し
、
判
例
法
理
に
お
け
る
対
第
三
者
責
任
規
定
の
適
用
範
囲
は
広
範
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
帰
責
の
根
拠
や
限
界
も
不
明
確
で
あ
る
た
め
に
、
現
状
と
し
て
対
第
三
者

責
任
規
定
は
安
易
に
適
用
さ
れ
て
い
る
嫌
い
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
在
の
判
例
法
理
の
適
切
性
に
つ
い
て
は
、
政
策
的
に
も
疑
問
の
余
地
が
あ
り
、
近

時
で
は
、
不
法
行
為
責
任
特
則
説
・
直
接
損
害
限
定
説
を
再
評
価
す
る
見
解
や
、
立
法
論
と
し
て
対
第
三
者
責
任
規
定
の
必
要
性
を
疑
問
視
す
る
見
解
も
現
れ
て
い
る
。
他
方
で
、

役
員
の
任
務
懈
怠
を
抑
止
す
る
た
め
に
第
三
者
に
よ
る
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、
現
行
の
制
度
を
正
当
化
で
き
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
は
、
昭
和
四
四
年
大
法
廷
判
決
か
ら
五
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
る
。
こ
の
五
〇
年
間
で
、
会
社
役
員
の
責
任
に
関
す
る
考
え
方
や
法
制
度
は
大
き
く
変
わ
り
、
関

連
分
野
で
あ
る
不
法
行
為
法
や
倒
産
法
に
お
い
て
も
理
論
や
法
制
度
が
大
き
く
発
展
し
て
き
た
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
う
し
た
今
日
的
視
点
か
ら
、
昭
和
四
四
年
大
法

廷
判
決
の
理
論
的
・
政
策
的
問
題
を
再
度
検
証
す
る
と
と
も
に
、
対
第
三
者
責
任
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
解
釈
論
お
よ
び
立
法
論
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
次

回
会
社
法
改
正
で
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
会
社
補
償
制
度
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
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